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生年 /渡日時 現在居住地 収録時間
Y (女) 1913年 / 22歳 神戸市 2時間
P (女) 1916年 / 21歳 神戸市 2時間















名詞修飾 この (11) その (61) あの (22)
属性 こんな (7) そんな (18) あんな (9)
代名詞
もの これ (3) それ (17) あれ (4)
場所 ここ (7) そこ (15) あそこ (2)
方向 こっち (3) そっち (1)
副詞 そう (1)
総計 31〈17%〉 113〈62%〉 37〈20%〉
注) 各指示詞における機能及び品詞の用語は松岡 (2000) を参考．以下同様．
ア系の場所代名詞 ‘あそこ’ には，‘あっこ’ という語形も含まれる．以
下同様．
総計の〈 〉で表した % は小数点以下を省略したものである．以下
同様．
 世界の日本語教育
表 2から分かるように，ソ系指示詞が 62%で一番多く，ア系指示詞が 20%，コ系指示詞が 17%
程度となっている．また，コ・ソ・ア系指示詞を通して名詞修飾の割合が高い．
3–1–2. コ系指示詞
Y におけるコ系指示詞は，表 2で分かるように ‘ここ’，‘こっち’，‘この’，‘これ’，‘こん
な’ 等といった形が確認される．話の中で現れる ‘ここ’ は主に ‘故郷’ (回想場面)，‘現居住
地’，‘日本’ 等を表している．





また，名詞修飾の ‘この’ は ‘この頃’，‘この前’ などの使用が見られる中，若干不自然さが
感じられる場合があり，次にその例を挙げておく．
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在日コリアン一世の指示詞の運用
3–1–3. ソ・ア系指示詞
後節で述べる P，B と同様に，Y の談話の中でもソ系指示詞が占める割合は全体の指示詞の
中で一番高い．その中で特に頻度の高い ‘そこ’，‘それ’，‘その’ を，指示対象とともに表 3に
まとめた．
特徴的な使用例として，まず，表 3から分かるように，‘そこ’ はインタビューする側にも周知
の場所を指す場合がある．また，一番頻度の高い ‘その’ の使用の中で注目したいのは特に ‘そ





渡日初期の仕事場 (2例)・渡日初期の居住地 (2例)・現居住地の近所 (3例)・韓国
の観光地 (2例)・ロシア (2例)等








あれ (4例) 息子の仕事場・仕事の材料 (2例)・過去に聞いた話
～人 (2例): 渡日時世話になった人
～先生 (2例): 夜間識字教室の先生
あの (22例) その他，身内 (2例)・知り合い (2例)
～牧場: 渡日初期の仕事場 (2例)
フィラー (8例)等




その中で，特に表 3の ‘その時’ の指示対照にも見られるように ‘インタビューの相手と会っ
ていた時’ について，以下，より詳しく述べていくことにする．
( 4 ) I: あの時ね，木曜日，もういっぺん連絡しようと思って，仕事でちょっと出かけたんですよ．
…(中略)… もういっぺん連絡すればよかったんですね．だから，今日，ちょっと無理言って．










る．日本語母語話者 I が ‘あの時’ (点線部)と認識している指示対象に対し，Y は ‘その時’
と指している．それには，Y において ‘その時’ という表現が一つのかたまりとして定着したこ




























P の談話の中で使用されている ‘ここ’，‘こっち’ は過去と現在のいずれの場合においても，
ほとんど ‘日本’ を表す．その中で，特徴的な使用が見られた談話例を次に取り上げる．
( 7 ) I: …なんで日本へ来ることに．











の弟である P の主人が呼び寄せられたという内容である．特徴的な使用としては，まず，q の
‘この’ を挙げることができる．q ‘この弟’ の指す指示対象は ‘うちの主人’ (波線部)であるが，
ここで使用されている ‘この’ は，連続する先行詞を伴わないうえ，後続する文はパスポートに





ち’ という指示詞と ‘行く’ という動詞の方向性が相反しており，ここから w の不自然さが生
まれていると考えられる．場所における視点は現在に，移動動詞における視点は過去に，それぞ
れ置かれていると言えよう．このような例は B の場合にも多数見られるので，本節では例 (7)
表 5 P—指示詞全般
コ系 ソ系 ア系
名詞修飾 この (1) その (58) あの (8)
属性 こんな (3) そんな (7) あんな (13)
代名詞
もの これ (2) それ (15) あれ (23)
場所 ここ (5) そこ (15) あそこ (1)
副詞 そう (3) ああ (1)
総計 11〈7%〉 98〈63%〉 46〈30%〉
注) ‘そう’ はすべて ‘そういう’ の形式を取るが，便宜上副詞とする．以下
同様．
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そこ (15例) 子供が卒業した学校 (3例)・過去に居住した所 (5例)・故郷 (2例)等
それ (15例)








の’ においては ‘その時’ という形式としての頻度が高いことが見受けられる．




( 8 ) I: ○○ハルモニも何か，牧場やっとった言うてましたね．○○の方で，ずっと．
Y: あの背低いの．あー，そうや．その人，そのおんなじどこや．
〔I: ○○おばあさん (I と Y の共通の知り合い)も，何か，牧場やっとった言うてましたね．○○
の方で，ずっと．
Y: あの背低い人．あー，そうや．あの人もおんなじ牧場や．〕







あれ (23例) 子供 (5例)・近所に暮らす孫 (2例)・従兄弟 (1例)・渡航証明書 (2例)等
～時 (1例): 終戦後
あの (8例) ～子 (1例): 近所に暮らす孫，～人(1例): 主人の友達
その他，友達の一世 (1例)，フィラー (3例)等
在日コリアン一世の指示詞の運用
いので，‘その’ という形式と ‘人’ という名詞が一つのかたまりとして認識された可能性は低い
と言える．表 7から分かるように，P における ‘あの’ の使用頻度は ‘その’ より低く，そのう
え，名詞を修飾する場合は 5例に過ぎない．すなわち，例 (4) のような〈指示詞 +名詞〉(そ
の +時)の ‘ユニット’ (迫田 2001) とは性質を異にするが，〈名詞修飾〉の指示詞は〈その〉に
なりやすいといった傾向が認められるのではないか．
次に，ア系指示詞の使用に不自然さが見られる談話例があり，(9) (10) を取り上げる．







る．表 5から P の指示詞全般を見ると，属性を表す場合に B，Y に比べて P においてはア形指
示詞の使用が多いと言える．またア系指示詞の中でも ‘あれ’ の使用に続いて ‘あんな’ の使用
も比較的に高い頻度を見せている．そのような形式面での使用頻度という背景とともに，‘あん






あとをア系 (32%)，コ系 (14%) が続く．また，使用頻度の高い語形として，ソ系においては
表 8 B—指示詞全般
コ系 ソ系 ア系
名詞修飾 この (5) その (68) あの (33)
属性 こんな (6) そんな (19) あんな (11)
代名詞
もの これ (3) それ (18) あれ (32)
場所 ここ (28) そこ (78) あそこ (28)
方向 こっち (5) あっち (6)
副詞 そう (1) ああ (1)





場所代名詞 ‘そこ’，ア系においては名詞修飾 ‘あの’，もの代名詞 ‘あれ’，コ系においては場所
代名詞 ‘ここ’ となっている．
3–3–2. コ系指示詞


















れる．B においても ‘その時’ は時間的な背景を表す際に使用される定型表現として定着してい




そこ (78例) 過去に居住した複数の場所 (43例)・仕事場 (7例)・夜間識字教室 (3例)等
それ (18例) 前文の内容 (6例)・お金 (4例)・食べ物 (3例)等
～時 (45例): 渡日前・渡日後
その (68例) ～人 (5例): 過去の隣人・夜間識字教室の人
その他，知り合い (2例)等































過去に居住した複数の場所 (11例)・韓国 (5例)・夜間識字教室 (4例)・朝鮮学校
(2例)・過去の仕事場 (1例)等









































指示対象が人である場合の使用は，全体の 1割程度に止まり，‘身内’ や ‘友達’ は含まれていな
在日コリアン一世の指示詞の運用













指示詞が適用されている場合が多く見られる．例えば，過去の居住先に ‘そこ’ と ‘あそこ’，仕










る多くの日本語学習者を調査した結果(迫田 2001) から，母語の影響と言い切ることは難しく，  今
後より詳細な分析や考察が必要であると思われる．
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